
(1)　中１平均通過率と受検者の正答数分布
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各受検者の正答数（全体）の分布 理科

○ 「知識・技能」の平均通過率は68.2％であり，やや課題が見られる。大問8⑵のれき，
砂，泥が粒の大きさの違いによって層に分かれることを理解しているかを問う設問は
43.3％と低くなっており，中学１年生で学習する際に，土砂の堆積は質量によらない
ことを再度，確認する必要があります。

○ 「思考・判断・表現」の平均通過率は55.0％である。大問7⑵の飽和水溶液の質量
パーセント濃度を求める問いは31.1％と通過率が低くなっています。モデル等を用い
て考えたり，既習事項と関係付けるなど，理科の見方・考え方を働かせることが大切で
す。

○ 内容・領域別の通過率は地球領域が44.0％と低くなっています。小学校からの出題
であり，中学校１年生でも学習する内容であることから，生徒の小学校での定着の状況
を確認しつつ，授業を行っていくことが大切です。
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(２）　各設問の分類と平均通過率

理科(中学校第１学年）

大
問

中
問

小
問

エネル
ギー

粒子 生命 地球 知識・技能 思考・判断・表現 通過率 無回答率 通過率 無回答率

1 1 中１ ○ ○ 76.0% 0.1% 　ルーペの正しい使い方を理解している
か。

2 2 中１ ○ ○ 64.1% 0.3% 　被子植物と裸子植物のつくりで共通す
る点を理解しているか。

3 3 中１ ○ ○ 63.2% 1.7% 　被子植物と区別し，裸子植物の花のつ
くりと特徴を理解しているか。

4 1 中１ ○ ○ 85.8% 1.8% 　セキツイ動物の特徴を理解している
か。

5 2 中１ ○ ○ 85.4% 0.3%
　魚類と両生類の特徴について理解し，
それらを分類する観点を考えることがで
きるか。

6 3 中１ ○ ○ 68.1% 0.2% 　軟体動物の体の特徴を理解し，その特
徴から分類することができるか。

7 1 中１ ○ ○ 66.2% 1.2% 　メスシリンダーの値を読み取り，物体の
体積を求めることができるか。

8 2 中１ ○ ○ 69.5% 1.3% 　質量と体積の値から密度を求め，金属
を同定できるか。

9 3 中１ ○ ○ 53.5% 0.5% 　密度の定義を理解し，応用して考える
ことができるか。

10 1 中１ ○ ○ 71.3% 0.4% 　混合物を蒸留する実験方法を理解し
ているか。

11 2 中１ ○ ○ 70.4% 0.3% 　蒸留について理解しているか。

12 3 中１ ○ ○ 64.9% 9.0%
　沸点の違いを利用して，混合物から物
質を分離できることを説明することができ
るか。

13 1 中１ ○ ○ 63.3% 4.7% 　スクリーンにうつすことができる像が実
像であることを理解しているか。

14 2 中１ ○ ○ 75.5% 1.6% 　実像の基本的な作図の仕方を理解し
ているか。

15 3 中１ ○ ○ 42.7% 0.6%
　物体を凸レンズに近づけたとき，できる
実像の向きと大きさがどのように変わる
か理解しているか。

16 １ 中１ ○ ○ 95.5% 0.3% 　音源の振動により，音が鳴ることを理解
しているか。

17 2 中１ ○ ○ 59.3% 0.4%
　高さは変わらず，音が大きくなったとき
にオシロスコープの波形がどうなるかを
理解しているか。

18 3 中１ ○ ○ 67.6% 0.4% 　モノコードを使って低い音を出す方法
を理解しているか。

19 1 中１ ○ ○ 66.0% 0.6% 　質量パーセント濃度の求め方を理解し
ているか。

20 2 中１ ○ ○ 31.1% 8.0% 　飽和水溶液の質量パーセント濃度を
求めることができるか。

21 3 中１ ○ ○ 45.6% 1.1% 　再結晶の様子を，粒子のモデルを使っ
て表現することができるか。

22 1 小６ ○ ○ 45.8% 0.8% 　流れる水の働きによってできる粒子の
特徴を理解しているか。

23 2 小６ ○ ○ 43.3% 4.1%   れき，砂，泥は粒の大きさの違いによっ
て層に分かれることを理解しているか。

24 3 小６ ○ ○ 43.0% 0.9% 　地層観察から分かる情報を正しく分
析・解釈できるか。

問 題 数 6 9 6 3 15 9

出題割合 25.0% 37.5% 25.0% 12.5% 62.5% 37.5%

63.2%

出題の意図

内容領域別
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(３) 理科 ＜中学校第１学年＞ 
  ア 特徴ある問題から 大問 ８  (３)     

（小学校学習指導要領解説（理科編）〔第６学年〕P90  (４)土地のつくりと変化と関連） 
特徴ある問題として，全国学力・学習状況調査の問

題作成の枠組みを踏まえた問題を出題しています。本問
題は，その枠組みの視点「検討・改善」を元に作成して
います。「検討・改善」は，科学的な探究の方法が適切
か検討して改善したり，自他の考えを多面的，総合的に
捉えて妥当な考えに高めたり，探究の過程や方法を評
価したりすることを求めています。 

そこで本問題では，単に「地層観察から分かる情報
を正しく答える。」問題ではなく，観察の結果から考察
し，その考察が妥当であったのか，問題解決（探究）の
過程を振り返る場面を想定して作成しています。 

また，学習指導要領解説には，「土地やその中に含ま
れている物に着目して，土地のつくりやでき方を多面的
に調べる。」ことや，「より妥当な考えをつくりだす力や主
体的に問題解決しようとする態度を育成する。」ことが示
されており，これが本単元において生徒が働かせる「理
科の見方・考え方」になります。 

    
    本問題における平均通過率は４３．０％となっています。原因として，授業で生徒が探究の過程を振り返る

場面が十分に設定できていない可能性が考えられます。そこで，授業改善として，次のような工夫が考えられ
ます。 

 

イ 授業改善のポイント 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察場面では，本当にその結果
から言えることは何かという視点
で，話合い深めていきます。班ごと
に，話合いの内容に差がある場合
は，ＩＣＴを用いたり，班同士の交流
を行ったりするなどして，話合いが
深まるようにします。 

どうすれば改善できるのかを個人
で考え，班やクラスで検討することに
よって科学的な探究の方法が適切か
検討して改善したり，自他の考えを多
面的，総合的に捉えて妥当な考えに
高めたりすることができます。 

このように，単元の中で探究の過程
を振り返ることができる時間を設定し
ていくことが求められます。 

二次元コードを
読み取り，「県総
合 教 育 セ ン タ ー
『学びの地図』に
掲載中の鹿児島
学習定着度調査
解説動画」を見て
みよう！ 
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(1)　中２平均通過率と受検者の正答数分布
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中学校第２学年【理科】

○ 「知識・技能」の平均通過率は67.9％であり，やや課題が見られる。大問2⑶の
細胞による呼吸を問う設問の通過率は24.2%，大問6⑵の海溝型地震の発生の
仕組みを問う設問の通過率は44.1%と低くなっています。細胞による呼吸や内陸
型地震も含めた地震発生の仕組みについて，再度，確認する必要があります。

○ 「思考・判断・表現」の平均通過率は52.3％である。大問３⑶のグラフ，表の数
値から規則性を見いだし酸化銅の質量を求める問いが通過率46.9％です。実験
から見い出した規則性を元に，比の計算を行うことができるようにしていくことが
大切です。

○ 内容・領域別の通過率は，地球領域が56.7％,生命領域が58.5％と低くなって
おり，課題が見られます。
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(２）　各設問の分類と平均通過率
理科(中学校第２学年）

大
問

中
問

小
問

エネル
ギー 粒子 生命 地球 知識・技能 思考・判断・表現 通過率 無解答率 通過率 無解答率

1 1 2 ○ ○ 83.3% 0.6% 　観察，実験の条件制御について，正し
く理解しているか。

2 2 2 ○ ○ 61.4% 2.4% 　４つの実験結果を比較し，正しい結果
を出すことができるか。

3 3 2 ○ ○ 52.6% 3.0% 　蒸散と吸水の関係を正しく理解してい
るか。

4 1 2 ○ ○ 89.6% 0.2% 　赤血球のはたらきを理解しているか。

5 2 2 ○ ○ 39.8% 2.7% 　養分の多くが小腸から吸収されること
を理解しているか。

6 3 2 ○ ○ 24.2% 1.8% 　細胞による呼吸を理解しているか。

7 1 2 ○ ○ 46.3% 7.4% 　酸化銅の化学式を理解しているか。

8 2 2 ○ ○ 89.1% 2.1% 　実験で得られた結果を正しくグラフに
表現することができるか。

9 3 2 ○ ○ 46.9% 7.6% 　銅と酸素の化合比を利用して，酸化銅
の質量を求めることができるか。

10 4 2 ○ ○ 70.1% 5.1% 　酸化と還元を理解しているか。

11 1 2 ○ ○ 86.0% 0.3% 　純粋な水に電流を流すための方法を
理解しているか。

12 2 2 ○ ○ 79.8% 0.4% 　陰極，陽極から発生する気体とその性
質を理解しているか。

13 3 2 ○ ○ 62.0% 3.6% 　水の電気分解をモデルを使って表現
することができるか。

14 1 1 ○ ○ 82.4% 0.5% 　物体が静止したときのばねばかりと物
体の位置関係を理解しているか。

15 2 1 ○ ○ 67.7% 0.5% 　力のつり合いの条件を理解している
か。

16 3 1 ○ ○ 58.2% 1.9% 　垂直抗力について理解し，正しく表現
することができるか。

17 1 1 ○ ○ 58.7% 2.7% 　マグニチュードについて理解している
か。

18 2 1 ○ ○ 44.1% 1.2% 　海溝型地震の発生の仕組みを理解し
ているか。

19 3 1 ○ ○ 78.2% 0.8% 　緊急地震速報の仕組みを図やグラフ
から考えることができるか。

20 1 2 ○ ○ 86.2% 0.6% 　露点について理解しているか。

21 2 2 ○ ○ 47.1% 4.6% 　飽和水蒸気量のグラフと露点から，湿
度を求めることができるか。

22 3 2 ○ ○ 22.2% 3.0%
　水蒸気量と湿度の関係を実験結果か
ら求め，それぞれの結果を比較して考え
ることができているか。

23 4 2 ○ ○ 60.6% 1.5% 　考察の妥当性について考えることがで
きるか。

問 題 数 3 7 6 7 15 8

出題割合 12.5% 29.2% 25.0% 29.2% 65.2% 34.8%

62.5% 2.4%

7

1

2

3

4

5

6
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設問 評価の観点 県平均 校内平均

出題学年
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(３) 理科 ＜中学校第２学年＞ 
  ア 特徴ある問題から 大問 ７  (３)    

（中学校学習指導要領解説（理科編）P95  (４)気象とその変化 と関連） 
特徴ある問題として，全国学力・学習状況調査の問題作成

の枠組みを踏まえた問題を出題しています。本問題は，その
枠組みの視点「分析・解釈」を元に作成しています。「分析・
解釈」は，事象の観察から抽出した要因や実験の結果などの
情報を分析して解釈し，判断したり推論したりすることを求め
ています。 

そこで本問題では，「水蒸気量や湿度を実験結果から求め
る。」だけの問題ではなく，実験の結果から得られたデータを
用いて，その情報を分析して解釈し，判断する場面を想定して
作成しています。また，学習指導要領解説には，「大気中の水
蒸気が凝結する現象を気圧，気温及び湿度の変化と関連付

け て 理 解 さ せ
る 。 」 こ と や ，
「気温が下がる
と飽和水蒸気
量が小さくなる
ため湿度が上
がるという規則
性 を理解 させ
る。」ことが示さ
れています。 

 
本問題における平均通過率は２２．２％となっています。原因として，生徒が理科の見方・考え方を十分に働

かせられなかったり，飽和水蒸気量や湿度の概念を十分に理解できていなかったりする可能性が考えられま
す。そこで，授業改善として，次のような工夫が考えられます。    
 

イ 授業改善のポイント 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
分析・解釈する場面では，露点と飽和水

蒸気量，湿度の関係を確認し，それぞれの
部屋の水蒸気量の変化をグラフで考えるな
どして，気温が下がると飽和水蒸気量が小
さくなるため湿度が上がるという規則性を
見いだし，整理して考えることができます。 

中学１年の時に学習した，溶解度
や溶解度曲線の考え方を想起させ
る,つまり理科の考え方「関係付け
る。」（既習の内容と結びつける）を
働かせることが大切です。 

二次元コードを
読み取り，「県総
合 教 育 セ ン タ ー
『学びの地図』に
掲載中の鹿児島
学習定着度調査
解説動画」を見て
みよう！ 
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